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となっている症例が半数以上認められる。特に跨庇尿管
逆流現象が最も大きな比重を占めてお予，症例によって
捻早期に腎不全を起こす場合もあり，適切な治療を必要
とする。また真性包茎が重篤な感染症の原因となった症
鰐もあ札泉所見によっては早霜根治手術を考えてい
る。 
22.幼克虫垂切除僚の検討
日滞利明(訟穣中央・外科)
昭和46年 1月よヲ 54年11丹迄に蒐行した虫垂切除例は 
732例であり，小児~IJは 132{ftl18.0%，幼児例は 18倒 2.5
%であった。腹部理学的所見による診断は図難で，大部
分の症例は 370C乃至 390Cの発熱と工万乃至2万 5干
の白車球数をみたが予後との相関はなく，車切のみは 2 
f見地は虫切兼ドレナージであった。穿孔は38.8%にみ
られ， 12時間以内手術併は入院日数が少なく，手術死亡
率は Oである，早期手梼を強調した。
，23. 巨大韓嚢腫の 1偶 
0関幸雄，大西盛光，中村宏
丸山達興 CJl鉄病院 e外科)
高揚英世，大)IJf'会夫〈千大)
豆大韓嚢彊の一治!験鰐について報告した。
症イ~Uは， 15議女子，主訴は左季勤部麗癌及び左季肪部
痛で，確定診断は，超音波検査， RI (99illTc) スキャニ
ングフ援控動感撮影により得た。手衝は牌摘出術，描出
標本は，大きさ約20X20X15 cm，重さ 2，700g で，組
織的検索で嚢麗内壁に明らかな基窓襲を有する，類上皮
性緯嚢彊であった。
術後経過は頴調で，現在術後約 1年 4カ月で全く元気
に生活している。 
24.重症心身誇害児の便秘と腹部露満について
数馬款一，斉藤敏郎
〈国立療養所下志津病院小児科)
当院の重症心身障害時 120併のうち， とノレシュスプル
ング病の如く，高震の腹部膨満と寵秘を呈す16例にX線
学的観察を行った。すべて著明な空気燕下症を認め，腸
管はガスが充満し，大腸直腸に narrowsegmentはな
かった。年長女児に多く，欲求不満状態のものが多数を
占めた。胃の長軸方向の捻転症を呈、した工例の他に胃腸
管に器質的異常を認めたものはなかった。 
25.犬の蕗菅胆道合涜異常モデルにおける病変の検詩
大j丹治夫，高播正彦，沢口重徳
(筑波大学臨床医学系)
捧管担道合流異常症における捧設の担道内逆流による
病変を挨索する昌的で，成犬及び幼犬各5頭に実験的モ
デ、ノレを作成した。今回の方法辻背i謝罪管胆嚢吻合街で， 
2カ月迄の経過を見た。
成犬では総担管拡張は顕著で、ない。組織学的には捧腹
管のわずかな隷緯性肥厚がみられた。 
6kg幼犬では総睦管は円筒状に拡張し， 務層を中心
とした急性，寝性炎症特に線維性肥厚がつよい。しかし
予想に反して粘膜損傷，乳頭部炎症狭宅は見られなかっ
た。
